
INATSUGI
ORTHOPAEDIC
HOSPITAL

職種間によるFIM点数差軽減を目指して

医療法人 凌雲会 稲次整形外科病院 １）
独立行政法人 国立病院機構 徳島病院 ２）

〇日浅拓也１） 稲次正敬１） 湊省１） 稲次圭１） 稲次美樹子１）

高田信二郎２）

発表 ６分 質疑応答 ２分
2017/2/11 8:30～9：50 第４会場



INATSUGI
ORTHOPAEDIC
HOSPITAL

医療法人 凌雲会 稲次整形外科病院

＜はじめに①＞

平成２８年４月の診療報酬改定により回復期リ
ハビリテーション病棟（以下回リハ病棟）にもアウ
トカムが機能的自立度評価表（以下ＦＩＭ）で求め
られるようになった。

そのため、看護部とリハビリテーション部（以下
リハ部）のFIM採点における解釈の統一とその精
度が求められる。
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＜はじめに②＞

加えて両部間の採点点数の開きは、適切な介
助を行う上での阻害因子ともなり得る。

そこで、当院で以前から問題になっていた看護
部とリハ部のＦＩＭ点数の差を軽減させるための
取り組みとその成果を以下に報告する。
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＜方法①＞

平成２８年７月から

①毎日 リハ部に対してＦＩＭ １問１答
②看護部、入院リハ部への月１回ＦＩＭテスト
③入院患者カンファレンス時に日常生活動作
（以下ＡＤＬ）情報等の共有

を実施した。
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＜方法②＞

取り組み前の平成２８年５～６月の２ヶ月、
取り組み後の平成２８年７～８月、及び８～９月の

それぞれ２ヶ月間に回リハ病棟を退棟した患者に
対して看護部とリハ部それぞれで採点した退院時
ＦＩＭ点数差を比較し、その成果を検証した。
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＜対象＞

職員
看護部：６１名
リハ部 ：２９名
計 ９０名

患者
５～６月退院者：６１名
７～８月退院者：４７名
８～９月退院者：５１名
計 延べ１５９名
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＜内容①＞
毎日ＦＩＭの一問一答
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＜内容②＞
看護部、入院リハ部への月１回ＦＩＭテスト
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＜内容③＞
入院カンファレンス時にＡＤＬ情報を共有
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○以前から実施していた事

ピクトグラム表

トイレ動作のズボン
・パンツを降ろす、
拭く、ズボン・パン
ツを上げる動作を

ＦＩＭ点数化して記
載している
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＜統計＞

１st群 ： 平成２８年５～６月 採点（取組み前）
２nd群 ： 平成２８年７～８月 採点（取組後１）
３rd群 ： 平成２８年８～９月 採点（取組後２）

１ｓｔ群と２ｎｄ群、１ｓｔ群と２ｎｄ群における、看護とリハ部各職員
が採点したＦＩＭの差の絶対値を Mann-Whitney検定において
分析した。
統計解析にはＪＭＰ１２．２を使用した。



INATSUGI
ORTHOPAEDIC
HOSPITAL

医療法人 凌雲会 稲次整形外科病院

＜取り組み前後における看護・リハFIM採点の差の推移＞

*

**
*:p<0.05    **:p<0.01 ns:not significant

ns
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＜結果＞

取り組み前・後の比較では、看護部、リハ部の
ＦＩＭ点数差が有意に縮小していた。

７～８月、８～９月の間には有意な差は認めら
れなかった。
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＜考察①＞

今回の取り組みによって、１日を通してのＦＩＭ点
数確認、ＦＩＭ点数内訳を明確にし、職種間での
ＦＩＭ採点の差が縮小し、視点や解釈の統一が
図られ、アウトカムに対する信憑性が上がったと
感じる。
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＜考察②＞

看護部、リハ部とＦＩＭ点数のコミュニケーション
が取れるようになったことによって、その他の介
助方法や支援方法など他のコミュニケーションを
取るようにもなり、以前よりもより質の高い医療
が提供できるようになったと思われる。
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＜まとめ＞

ＦＩＭ点数差は軽減しているとはいえ、同点数ま
では至っておらず、今後は今以上に連携を密に
とる、早期社会復帰、自宅復帰が可能となるよ
うにしていきたい。
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＜今後の展望＞

① FIM項目内でもどの項目の点数差
が大きいか検討

② 各職種間でFIMマスター称号を付与し、
他スタッフへの指導


